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今年のカレンダーもあと１枚。えっ、もう年末に・・・・。一日ごとに秋の色強まり、

朝晩の寒さも身にしみてきましたね。

２学期の学習もまとめの時がきました。あの子のこんなが

んばりが、この子のこんなやさしさが、一人ひとりが残して

きたがんばりの足跡が、大きなクラスの力になってきた・・・！

そんな２学期のまとめが、３学期の始まりへとつながるので

すね。

子どもたちのそんな成長をう～んと願いながら。

さあ、学期末へ、また先生は忙しくなりそうです。

さて、１１月例会の報告から・・・・！
１１月例会は、ちょうど学芸会の最中でもあり、報告者の地下さんは本番を来週に

控えての提案、本当にご苦労様でした。

いつものように、近況報告からの始まり。でも、この近況報告が実に興味の湧く時

間なのです。１か月って、本当にいろいろなことが起こるのだな～と毎回感心するや

ら、新たな想いが広がる時間なのです。これは私だけかな～？！そんな訳で、今回も

いろいろと勉強になりました。

まず一番は、M さんから。教務主任になってもう何年でしょうか。今大変なのが、
次年度の教育課程計画、１時間増やす週時程をどうつくるのか、これは苦労するとこ

ろですね。でも、頭の中ではもう２年後も大丈夫…!とか。しかも、２年後の市の研究
発表会の計画まで。全校あげての発表だけに、これは大変そう。いろいろな考え方、

授業づくりを歩んできた先生方がどう、学校として一つのテーマにどう絡めて授業づ

くりができるのか。う～ん・・・と唸るところですね。

一人ひとりどう考えているのか！校内研究は、まさに先生方のグループ学習なので

すね。「わかる・できる・伝える」を子どもも先生も！…なるほど。

続いて、Iさん。ほっと一息！というのも、学芸会が終わったばかり。６年のとって
小学校の最後の学芸会、卒業へと向かう大きな山です。子どもたちにいい気持ちで、

やりきったという手応えをつかませたいもの！

今回は、自作脚本による「夏草ノ詩」。実は前任校で創作したもので、今回は第２弾！

現代から戦争時代の過去へ、子どもたちがタイムスリップをして現代に戻り、自分た



ちを見つめなおし再スタートを切る。最後に音楽合奏でまとめたもの。校長が同じ場

所で何度も涙した！というだけに、６年生の重みのある劇でした。

さらに続いて、W さん。いつもでっかいですね。創作「上川獅子」の由来物語。何
といっても小さい学校、だからこそそれを生かして学校ぐるみで創ってしまえと全校

ぐるみでの運動会の取り組みから学芸会へ。新聞でも紹介されたり・・・・。古里小

での「大たば義民伝」、氷川小での「平和の日」の取り組み。どれも学校・地域を巻き

込んでの取り組みに驚かされました。かつて国会開設に向けて、五日市で「五日市憲

法」が草案されました。なぜ、それが、こんな山深い五日市だったのか？…そんなこ

とも感じさせられてしまうような報告でした。

C さん。目の前の学芸会「夢から覚めた…」！６年生。運動会の表現でも移動教室
でも、いつも子どもたちの実行委員が組織され取り組んできた６年生。行事の作り方、

その中での仲間のつながり方も積み上がり、育っていることが感じられる報告でした。

自分たちにまかされた時、それに真正面に向き合ってがんばる。そのことが結果とし

て自分たちに手応えとなって返ってくる。だからこそ、また次につながる。一つの学

校の中で、取り組み続ける難しさも感じつつ、積み上げていく！やっぱり、すごいで

すね。

・・・・ということで、近況報告は終わります。次回も楽しみです。

「同志会・ここ数年の球技実践について」
を報告して・・・・・１１月提案者 地下さん

今回、同志会の球技（バスケット）についてのレポートを書く機会を与えていただき、

自分の勉強不足を痛いほど感じました。また、２：０や最重要空間の理論をはじめ、よく

わからなかった事を、サークルの中で(Wさんに？）教えていただき大変勉強になりました。
ここ３年の全国大会の提案集を熟読し、（バスケの部分）人に出す文章の書き方についても、

いろいろな意味で勉強させていただきました。 バスケだけではなく球技においては、子

どもたちのゲームがあって、その結果を子どもたち自身が分析し、その結果を元にどうし

たらよいか考え、教師が技術の系統をふまえて子どもたちに提案、または気づかせる。そ

して、子どもたちがグループで練習し、次のゲームに臨む。そして分析し・・・と繰り返

していくことが大切なんだと改めて確信できました。 提案集を読み、自分なりに整理し

レポート（にはなっていませんでしたが・・）を書き、みなさんの話を聞き、大変勉強に

なりました。ありがとうございました。



≪２年生・的あてゲームの実践から！≫ レポーター 渡辺

日時→1２月６日（土）pm1:00～

会場→あきる野市立屋城小学校

☎042-558-1129 自 042-552-1631渡辺

今、２年生で「的当てゲーム」作りにチャレンジしています。

思うようにいかない場面の続出に、授業もダッチロール状態で

すが、「もっと楽しくするには！」と声掛けて、子どもたちと「じ

ゃ、次はこうしよう！」と進めています。時間ととり方、子どもたちとのやり取り、子ど

ものたちと授業の準備など、子どもたちとの取り組みの足跡をたどりながら、２年生の体

育と生活づくりの実際を探りたいです。


